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ACC 2027年度助成プログラム
個人フェローシップ申請書（日本語）

	本申請書（日本語）は、申請ポータルサイトGoApplyで英語で作成する申請書に対応する日本語版です。担当オフィスがACC日本の申請者は、GoApplyでの英語による設問への回答に加え、日本語で記入した本申請書（日本語）を提出する必要があります。
本申請書（日本語）で回答が求められている項目については、GoApplyに入力する英語の回答と同じ内容を日本語で記入してください。
[GoApplyに回答]と指示のある設問は、GoApplyでのみ英語で回答してください。本申請書（日本語）への回答は不要です。
本申請書（日本語）はGoApplyの「Bilingual Application（二ヶ国語申請）」に.docまたは.docxファイル形式でアップロードしてください（PDF不可）。ファイル名は英語で、ご自身の氏名（LASTNAME-FirstName）を入れて、その後に「_ApplicationJapanese」をつけて、以下のとおりとしてください。
「LASTNAME-FirstName_ApplicationJapanese」




申請手続きの前に
アジアン・カルチュラル・カウンシル（ACC）の個人フェローシップの申請をご検討いただきありがとうございます。
申請に進む前に、GoApplyでの申請書の作成および提出方法について、以下の案内をご確認ください。
ACCのウェブサイトに掲載されている募集要項を必ずご一読ください。募集要項には、申請資格要件、申請手続きに関する説明、ならびに申請書の作成および提出に必要な書類や情報の一覧が記載されています。
申請書の作成および提出を行うには、まずGoApplyにアクセスし「申請資格テスト（Eligibility Quiz）に合格する必要があります。
GoApplyで入力した内容は随時保存してください。ウェブブラウザの「戻る」ボタンや「更新」ボタンは使用しないでください。入力した情報が失われる可能性があります。
共同申請者が1名以上いる場合は、GoApplyの申請書は、一度に1名のみが開くようにしてください。 複数人が同時に申請書へアクセスすると、申請内容の保存や提出時に技術的な問題が発生する場合があります。
技術的なエラーを防ぐため、AppleのSafari、Google Chrome、またはMozilla Firefoxの最新版をご利用ください。
GoApplyの入力欄は、すべて英語でご回答ください。他の言語の使用は、二か国語申請書および二か国語での資料の提出が必須とされている場合に限り、当該書類の中でのみ認められます。
GoApplyの入力欄には、リッチテキスト形式や書式付きのテキスト（箇条書き、自動番号リスト、インデントなど）をコピー＆ペーストしないでください。表示が崩れる可能性があります。他のソフトウェアや文書作成ツールからテキストを転記する際は、必ずプレーンテキストのみをコピー＆ペーストしてください。
アスタリスク（*）が付いている設問には、必ずご回答ください。すべての必須項目に回答しない限り、申請書を提出することはできません。
GoApplyに関して技術的な質問がある場合は、英語でapplication@accny.orgまでお問い合わせください。　　
申請資格や申請内容について質問がある場合は、国籍・市民権または永住権を有する国・地域に応じて、該当するACC担当オフィスまでメールでお問い合わせください。
· 日本国籍または永住権を有する方
ACC日本 application@accjpn.org

ACCの担当オフィス
以下の選択肢から、ACC担当オフィスを選択してください。* [GoApplyに回答]
共同申請の場合は、代表して本申請書を提出する主申請者の国籍または合法的な永住権資格に基づき、ACC担当オフィスを選択してください（下記のリストを参照）。主申請者がACCの助成対象国・地域で2カ国以上の国籍および／または永住権を有している場合は、主申請者が主に居住している国・地域のACC担当オフィスを選択してください。

例：日本国籍を有し、日本に居住・就労している方は、ACC日本を選択してください。日本国籍を有し、一時的にドイツに滞在している方も、ACC日本を選択してください。一方、日本国籍と台湾の永住権を有し、主に台湾に居住している方は、ACC台湾を選択してください。また、日本に居住・就労していても、日本国籍または永住権を有していない方は、ご自身の国籍または永住権に応じて下記のリストから選択してください。

· 中国、香港、マカオの市民権または永住権を有する方は、ACC香港を選択してください。
· 日本国籍または永住権を有する方は、ACC日本を選択してください。
· フィリピン国籍または永住権を有する方は、ACCフィリピンを選択してください。
· 台湾の市民権または永住権を有する方は、ACC台湾を選択してください。
· その他の対象国・地域の国籍または永住権を有する方は、ACCニューヨークを選択してください。
その他の対象国・地域：アフガニスタン、バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、東ティモール、インド、インドネシア、韓国、ラオス、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、ネパール、パキスタン、シンガポール、スリランカ、タイ、米国、ベトナム

単独申請または共同申請
連名申請者を伴って申請を行いますか（共同申請）。その場合は、人数を選択してください。[GoApplyに回答] 
共同申請は最大3名までです。共同申請を代表して申請書を提出する主申請者1名と、連名申請者2名までが申請できます。
はい、連名申請者1名と申請します。 
はい、連名申請者2名と申請します。 
いいえ、単独で申請します。

連名申請者との関係と、個人フェローシップに共同で申請することが重要である理由を説明してください。（500字以内）*
	



主申請者に関する情報
主申請者情報
[共同申請の場合は、連名申請者を代表して本申請書を提出します。]

姓名：以下に日本語表記で記入してください。*
（GoApplyの英語表記入力欄にはパスポートに記載のローマ字表記［First (given) Name＝名前(名)、Last (family) Name＝苗字(姓)］を記入してください。）
	フリガナ
	
	フリガナ
	

	苗字(姓)

	
	名前(名)

	



称号/学位（Prefix）：[GoApplyに回答]

一般公開される媒体や資料（プレスリリースやお知らせなど）に記載される氏名について、ご希望の表記を記入してください。*  
戸籍上の氏名、アーティスト名や芸名、職業上の名前など、いずれでも構いません。
以下に日本語・英語表記を記入してください。（GoApplyでの英語表記では、姓（苗字）の全文字を大文字で記載してください。）
＜日本語＞
	


＜英語＞
	



職業上の所属機関および役職名（所属機関がある場合）
例：現代美術センター 展覧会ディレクター
	



Eメールアドレス * [GoApplyに回答]

ACCのメーリングリストへの登録を希望しますか？*
「はい」を選択された場合、お名前とEメールをメーリングリストに登録させていただきます。ACCからのメール配信はいつでも停止することができます。[GoApplyに回答]
はい 
いいえ

現住所：郵便番号 *　(Zip/Postal Code)
お住まいの地域に郵便番号がない場合は、「N/A」と入力してください。
	



現住所：都道府県 *　(State or province)
	



現住所：市区町村 *　(City)
	



現住所：番地以下　(Street 1)
	



現住所：建物名、部屋番号 等　(Street 2)
	



現住所：国・地域 *（Country, territory or region）
	



電話番号 * [GoApplyに回答]
国・地域番号と市外局番を含めて記入してください。（例：+81 03-1234-5678）

ソーシャルメディアリンク：Instagram [GoApplyに回答]
ソーシャルメディアリンク：Facebook [GoApplyに回答]
ソーシャルメディアリンク：Twitter/X [GoApplyに回答]
ウェブサイト [GoApplyに回答]

性別代名詞 * [GoApplyに回答]

生年月日（西暦年/月/日） * 
	



出生地（出生した市）*
	



出生国・地域 *
	



以下の対象国・地域のうち、どこの国籍または合法的な永住権を有していますか？* [GoApplyに回答]
対象国・地域：アフガニスタン、バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、中国、東ティモール、香港、インド、インドネシア、日本、韓国、ラオス、マカオ、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、台湾、タイ、米国、ベトナム）

他に国籍または居住資格を有する国・地域があれば記入してください。あわせて、居住資格の種類も明記してください。
記入例：「米国（二重国籍）」、「カナダ（合法的永住者）」
	



経歴および能力・資格
現在のあなたの主な活動（芸術家、研究者、または芸術専門職として）に最もよく当てはまる分野を、以下の中から選んでください。* [GoApplyに回答]
分野：建築（デザイン、建築史、建築理論）、考古学、美術史、アーツ・アドミニストレーション、芸術批評、美術品修復、工芸、キュレーション、ダンス・舞踊、民族音楽学、映画 *、文学、博物館学、音楽、演劇、ビジュアル・アート

* 注：主な活動分野または研究分野が映像作品または写真である申請者は、ビジュアルアートを選択してください。

学歴および職歴、ご自身の専門領域における活動歴や功績、ならびに現在取り組んでいる仕事や活動についてまとめた略歴を記入してください。（1000字以内) *
文章形式で記入してください。経歴書（レジュメ・CV）の書き写しや、ウェブサイトリンクの記入は認められません。
	



ご自身の作品や研究、活動のコンセプトを説明した文章、もしくはアーティスト・ステートメントを記入してください。（400字以内) *
	



ご自身の作品や研究を表すキーワード（最大５つ）をカンマで区切って記入してください。*
回答例：テクノロジー, 信仰, 歴史, 先住民性, 人工知能 等
	



これまでにACCから助成を受けたことがありますか。* [GoApplyに回答]
はい
いいえ
[上記に「はい」と回答した方] 助成受給年度を記入してください。複数回あれば全ての年度を記入してください。*
	



渡航を申請する国・地域にこれまでに3か月以上滞在したことはありますか。* [GoApplyに回答]
ACCは、申請者がこれまで訪れたことのない、またはあまり馴染みのない地域でフェローシップを行うことを重視しています。「はい」を選択した方も申請できますが、申請する渡航先での滞在歴と、そこでフェローシップを希望する理由を記入してください。
はい
いいえ
[上記に「はい」と回答した方] 申請する渡航先でのこれまでの滞在歴の概要と、本フェローシップのために再び訪れることを希望する理由について、簡潔に記入してください。（400字以内)
	



渡航先国・地域での言語コミュニケーション能力
フェローシップ活動を実施する渡航先の主要言語について、自身の理解力、読み書き能力、コミュニケーション能力を下記の自己評価基準に基づいて評価してください。（例えば、日本でのフェローシップを申請している場合は、日本語能力について自己評価してください。）最大3言語まで、ご自身の言語能力のレベルを記入することができます。

渡航先が米国の場合、J-1ビザ要件を満たすため、十分な英語能力を持っていることが必要です。なお、ACCは、面接の際に申請者の英語能力を評価し、また、必要に応じて追加で語学力の証明を求めることがありますので、あらかじめご了承ください。

以下の自己評価基準を参考に、自身の語学力レベルを評価ください。 
自己評価基準（語学力）
 
レベル1：入門　渡航先の言語について、基礎的な語学力はあり、ごく簡単な文章や会話は理解できるが、複雑な会話や文章は難しい。
レベル２：初級　日常的な場面であれば理解し自分を表現することができるが、ニュアンスを含む言葉や学術用語、専門用語には苦労する。
レベル３：中級　十分に理解し、社交や仕事におけるほとんどの場面で円滑にコミュニケーションをとることができるが、時折間違えや苦労がある。
レベル４：上級　あらゆる場面で渡航先の言語を理解し、流暢にコミュニケーションをとることができる。複雑な議論にも自信を持って加わることができ、専門的な作業も容易にこなすことができる。
レベル５：ネイティブ/ほぼネイティブ　渡航先の言語が自身の母国語であるか、母国語と同等の語学力がある。慣用句や文化的ニュアンスを含め、完璧に使いこなすことができる。

言語の種類 1 [GoApplyに回答]*
言語1の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]*
言語の種類 ２[GoApplyに回答]
言語2の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]
言語の種類 3 [GoApplyに回答]
言語3の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]

渡航先国・地域の言語を話せない場合は、言葉の壁をどのように克服するお考えでいるか説明してください。（400字以内) *
個人フェローシップでは、予算項目に言語通訳費用を含めることが認められています。必要であれば、予算書に通訳費用を含めてください。
	



資料・データのアップロード
作品資料 
自身の活動を最もよく表す作品資料を最大3点まで提出してください。提出できる作品資料には、画像ファイル（JPEGまたはPNG）のほか、テキストや画像、映像・音声クリップ、展覧会のウェブサイト、その他申請内容を補完する関連メディアや資料の視聴リンクを記載したPDFファイルが含まれます。（作品資料の例はこちら）作品資料に関する規定は、下記をご確認ください。

音声および映像資料：最大3点までの音声・映像資料の視聴リンクを記載したPDFファイルを提出できます。各資料の内容は、1点につき3分以内とし、3分を超える資料については、最初の3分間のみが審査対象となります。
画像資料：PDF、JPEG、PNG形式で画像資料を提出できます。PDFの場合は1作品またはひとつの展覧会につき2ページ以内としてください。複数の画像やキャプションを同じページに記載することは可能ですが、同じ作品または展覧会に関するものでなければなりません。最大で3作品または3つの展覧会の画像資料を提出できます。
文献・文芸資料： 1作品あたり5ページ以内のPDFファイルを提出できます（文学、美術史、芸術評論など）。
複数のメディア形式を含む資料： 1作品やひとつの展覧会につき、画像（最大2ページ）、文章（最大5ページ）、および動画・音声資料（最大3分）の視聴リンクを組み合わせたPDFファイルを提出できます。

すべてのリンクが閲覧可能で、非公開設定になっていないことをご確認ください。公開されていない場合、作品資料を確認できません。なお、必要に応じて、追加の作品資料提出をお願いする場合があります。

作品資料に含まれるテキスト（キャプションや説明文を含む）は、英語と日本語の両方を提出してください。

ファイルの命名規則
アップロードする各ファイルには、以下の形式で個別に英語で名前を付けてください：
ファイル名の書式指定：LASTNAME-FirstName_FileName  
ファイル名の例：
SMITH-Jane_CarnegieHallPerformance  
SMITH-Jane_MuseumExhibitionInstallation  

アップロード方法
メディアファイル形式： PDF、PNG、JPEGのみ受け付けます。 
データのサイズ上限: 添付ファイルは最大10MBまで（20MBを超えるファイルの送信は申請提出の際に技術的なエラーが発生する可能性があります。） 
大容量のファイル（TIFF、mp3、映像データ）は、視聴リンクを別途文書に記載のうえ提出してください。

メディアファイルをアップロードすることにより、アジアン・カルチュラル・カウンシルおよびその関連・提携組織や委託業者が、それらのデータを広報目的で使用することを許諾するものとします。

[作品資料 1] * 
3点の作品資料すべてを1つのファイルにまとめて提出することもできます。
本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）*
	



[作品資料 2] 
[ファイルをアップロードした場合] 本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）
	



[作品資料 3] 
[ファイルをアップロードした場合] 本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）
	



経歴書（レジュメ・CV）
経歴書（レジュメ・CV）の日本語版と英語版をひとつのPDFファイルにまとめてアップロードしてください。* [GoApplyに回答]

推薦状および専門分野の照会先
推薦状を提出する推薦者1名と、ACCが必要に応じて照会することができる仕事上の関係者2名の、重複しない計3名の連絡先情報を登録してください。

推薦状 *
申請者が計画するフェローシップ活動を実施する能力を評価するため、推薦状の提出を必須とします。以下の要件および手順をよく確認してください：
推薦者は、ACCの理事、スタッフ、または寄付者であってはなりません（下記「利益相反管理規程」参照）。
推薦者には、申請者の活動への理解や関わりについて、また申請者のフェローシップを推薦する理由について記載するよう依頼してください。
所属機関がある推薦者には、可能であれば所属機関のレターヘッドを使用した推薦状を作成するよう依頼してください。

重要：推薦者には、できるだけ早めに推薦状の準備を依頼してください。申請者が申請書の提出を完了すると、GoApplyから推薦者宛に、推薦状の提出手順とアップロード用リンクが記載されたメールが送信されます。

米国東部時間2026年11月16日午前9時59分（日本時間2026年11月16日午後23時59分）までに推薦状を受領した場合に限り、申請を審査します。

推薦者への日本語でのご案内
推薦者に対する日本語版の推薦状のアップロード手順の案内をご用意していますので、こちらからご利用ください。また、推薦状は、日本語または英語のいずれかで作成していただくようご依頼ください。

推薦者
	推薦者の氏名 *
	

	推薦者のEメールアドレス * 
	

	申請者との関係 *（「大学の教授」など）
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	



GoApplyの「Note in Email（Eメール内のメッセージ）」は、推薦者に送信される案内Eメール内に英語で記載される内容です。ご自身の氏名を記入し、推薦者への補足情報や依頼事項があれば英語で入力してください。
記入例：
This is [applicant’s name] kindly requesting a letter of recommendation in connection with my fellowship application to Asian Cultural Council.
※ [ ] 内には、ご自身の名前を英語で記入してください。[GoApplyに回答]

専門分野の照会先 
申請するフェローシップ活動を実施する能力について、ACCの担当者が必要に応じて問い合わせることのできる仕事上の関係者2名の連絡先を入力してください。以下の点にご注意ください：
照会先は、ACCの理事、スタッフ、または寄付者であってはなりません（下記「利益相反管理規程」参照）。
照会先は、上記の推薦者と別の方を指定してください。

照会先　1人目
	氏名 *
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	

	申請者との関係 * （「大学の教授」など）
	

	Eメールアドレス * 
	

	電話番号 * 国・地域コードを含めて記入してください（例：+81 03-1234-5678）：
	



照会先　2人目
	氏名*
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	

	申請者との関係 * （「大学の教授」など）
	

	Eメールアドレス * 
	

	電話番号* 国・地域コードを含めて記入してください（例：+81 03-1234-5678）：
	



利益相反管理規程 *
ACCの理事、スタッフ、寄付者を、推薦者または照会先とすることはできません。（ACCスタッフおよび理事の全リストはACCのウェブサイトをご確認ください。また、最新の寄付者リストについては、ACCの年次報告書をご参照ください。）[GoApplyに回答]
☐ 私の知る限り、上記推薦者および照会先はACCの理事、スタッフ、寄付者ではありません。* 

連名申請者1人目の情報
連名申請者情報

姓名：以下に日本語表記で記入してください。*
（GoApplyの英語表記入力欄にはパスポートに記載のローマ字表記［First (given) Name＝名前(名)、Last (family) Name＝苗字(姓)］を記入してください。）
	フリガナ
	
	フリガナ
	

	苗字(姓)

	
	名前(名)

	



称号/学位（Prefix）：[GoApplyに回答]

一般公開される媒体や資料（プレスリリースやお知らせなど）に記載される氏名について、ご希望の表記を記入してください。*  
戸籍上の氏名、アーティスト名や芸名、職業上の名前など、いずれでも構いません。
以下に日本語・英語表記を記入してください。（GoApplyでの英語表記では、姓（苗字）の全文字を大文字で記載してください。）
＜日本語＞
	


＜英語＞
	



職業上の所属機関および役職名（所属機関がある場合）
例：現代美術センター 展覧会ディレクター
	



Eメールアドレス * [GoApplyに回答]

ACCのメーリングリストへの登録を希望しますか？*
「はい」を選択された場合、お名前とEメールをメーリングリストに登録させていただきます。ACCからのメール配信はいつでも停止することができます。[GoApplyに回答]
はい 
いいえ

現住所：郵便番号 *　(Zip/Postal Code)
お住まいの地域に郵便番号がない場合は、「N/A」と入力してください。
	



現住所：都道府県 *　(State or province)
	



現住所：市区町村 *　(City)
	



現住所：番地以下　(Street 1)
	



現住所：建物名、部屋番号 等　(Street 2)
	



現住所：国・地域 *（Country, territory or region）
	



電話番号 * [GoApplyに回答]
国・地域番号と市外局番を含めて記入してください。（例：+81 03-1234-5678）

ソーシャルメディアリンク：Instagram [GoApplyに回答]
ソーシャルメディアリンク：Facebook [GoApplyに回答]
ソーシャルメディアリンク：Twitter/X [GoApplyに回答]
ウェブサイト [GoApplyに回答]

性別代名詞 * [GoApplyに回答]

生年月日（西暦年/月/日） * 
	



出生地（出生した市）*
	



出生国・地域 *
	



以下の対象国・地域のうち、どこの国籍または合法的な永住権を有していますか？* [GoApplyに回答]
対象国・地域：アフガニスタン、バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、中国、東ティモール、香港、インド、インドネシア、日本、韓国、ラオス、マカオ、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、台湾、タイ、米国、ベトナム）

他に国籍または居住資格を有する国・地域があれば記入してください。あわせて、居住資格の種類も明記してください。
記入例：「米国（二重国籍）」、「カナダ（合法的永住者）」
	



経歴および能力・資格
現在のあなたの主な活動（芸術家、研究者、または芸術専門職として）に最もよく当てはまる分野を、以下の中から選んでください。* [GoApplyに回答]
分野：建築（デザイン、建築史、建築理論）、考古学、美術史、アーツ・アドミニストレーション、芸術批評、美術品修復、工芸、キュレーション、ダンス・舞踊、民族音楽学、映画 *、文学、博物館学、音楽、演劇、ビジュアル・アート

* 注：主な活動分野または研究分野が映像作品または写真である申請者は、ビジュアルアートを選択してください。

学歴や職歴、ご自身の専門領域における活動歴や功績、ならびに現在取り組んでいる仕事や活動についてまとめた略歴を記入してください。（1000字以内) *
文章形式で記入してください。経歴書（レジュメ・CV）の書き写しや、ウェブサイトリンクの記入は認められません。
	



ご自身の作品や研究、活動のコンセプトを説明した文章、もしくはアーティスト・ステートメントを記入してください。（400字以内) *
	



ご自身の作品や研究を表すキーワード（最大５つ）をカンマで区切り記入してください。*
回答例：テクノロジー, 信仰, 歴史, 先住民性, 人工知能 等
	



これまでにACCから助成を受けたことがありますか。* [GoApplyに回答]
はい
いいえ
[上記に「はい」と回答した方] 助成受給年度を記入してください。複数回あれば全ての年度を記入してください。*
	



渡航を申請する国・地域にこれまでに3か月以上滞在したことはありますか。* [GoApplyに回答]
ACCは、申請者がこれまで訪れたことのない、またはあまり馴染みのない地域でフェローシップを行うことを重視しています。「はい」を選択した方も申請できますが、申請する渡航先での滞在歴と、そこでフェローシップを希望する理由を記入してください。
はい
いいえ
[上記に「はい」と回答した方] 申請する渡航先でのこれまでの滞在歴の概要と、本フェローシップのために再び訪れることを希望する理由について、簡潔に記入してください。（400字以内)
	



渡航先国・地域での言語コミュニケーション能力
フェローシップ活動を実施する渡航先の主要言語について、自身の理解力、読み書き能力、コミュニケーション能力を下記の自己評価基準に基づいて評価してください。（例えば、日本でのフェローシップを申請している場合は、日本語能力について自己評価してください。）最大3言語まで、自身の言語能力のレベルを記入することができます。

渡航先が米国の場合、J-1ビザ要件を満たすため、十分な英語能力を持っていることが必要です。なお、ACCは、面接の際に申請者の英語能力を評価し、また、必要に応じて追加で語学力の証明を求めることがありますので、あらかじめご了承ください。

以下の自己評価基準を参考に、自身の語学力レベルを評価ください。 

自己評価基準（語学力）
 
レベル1：入門　渡航先の言語について、基礎的な語学力はあり、ごく簡単な文章や会話は理解できるが、複雑な会話や文章は難しい。
レベル２：初級　日常的な場面であれば理解し自分を表現することができるが、ニュアンスを含む言葉や学術用語、専門用語には苦労する。
レベル３：中級　十分に理解し、社交や仕事におけるほとんどの場面で円滑にコミュニケーションをとることができるが、時折間違えや苦労がある。
レベル４：上級　あらゆる場面で渡航先の言語を理解し、流暢にコミュニケーションをとることができる。複雑な議論にも自信を持って加わることができ、専門的な作業も容易にこなすことができる。
レベル５：ネイティブ/ほぼネイティブ　渡航先の言語が自身の母国語であるか、母国語と同等の語学力がある。慣用句や文化的ニュアンスを含め、完璧に使いこなすことができる。

言語の種類 1 [GoApplyに回答]*
言語1の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]*
言語の種類 ２[GoApplyに回答]
言語2の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]
言語の種類 3 [GoApplyに回答]
言語3の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]

渡航先国・地域の言語を話せない場合は、言葉の壁をどのように克服するお考えでいるか説明してください。（400字以内) *
個人フェローシップでは、予算項目に言語通訳費用を含めることが認められています。必要であれば、予算書に通訳費用を含めてください。
	



資料・データのアップロード
作品資料 
自身の活動を最もよく表す作品資料を最大3点まで提出してください。提出できる作品資料には、画像ファイル（JPEGまたはPNG）のほか、テキストや画像、映像・音声クリップ、展覧会のウェブサイト、その他申請内容を補完する関連メディアや資料の視聴リンクを記載したPDFファイルが含まれます。（作品資料の例はこちら）作品資料に関する規定は、下記をご確認ください。

音声および映像資料：最大3点までの音声・映像資料の視聴リンクを記載したPDFファイルを提出できます。各資料の内容は、1点につき3分以内とし、3分を超える資料については、最初の3分間のみが審査対象となります。
画像資料：PDF、JPEG、PNG形式で画像資料を提出できます。PDFの場合は1作品またはひとつの展覧会につき2ページ以内としてください。複数の画像やキャプションを同じページに記載することは可能ですが、同じ作品または展覧会に関するものでなければなりません。最大で3作品または3つの展覧会の画像資料を提出できます。
文献・文芸資料： 1作品あたり5ページ以内のPDFファイルを提出できます（文学、美術史、芸術評論など）。
複数のメディア形式を含む資料： 1作品またはひとつの展覧会につき、画像（最大2ページ）、文章（最大5ページ）、および動画・音声資料（最大3分）の視聴リンクを組み合わせたPDFファイルを提出できます。

すべてのリンクが閲覧可能で、非公開設定になっていないことをご確認ください。公開されていない場合、作品資料を確認できません。なお、必要に応じて、追加の作品資料提出をお願いする場合があります。

作品資料に含まれるテキスト（キャプションや説明文を含む）は、英語と日本語の両方を提出してください。

ファイルの命名規則
アップロードする各ファイルには、以下の形式で個別に英語で名前を付けてください：
ファイル名の書式指定：LASTNAME-FirstName_FileName  
ファイル名の例：
SMITH-Jane_CarnegieHallPerformance  
SMITH-Jane_MuseumExhibitionInstallation  

アップロード方法
メディアファイル形式： PDF、PNG、JPEGのみ受け付けます。 
データのサイズ上限: 添付ファイルは最大10MBまで（20MBを超えるファイルの送信は申請提出の際に技術的なエラーが発生する可能性があります。） 
大容量のファイル（TIFF、mp3、映像データ）は、視聴リンクを別途文書に記載のうえ提出してください。

メディアファイルをアップロードすることにより、アジアン・カルチュラル・カウンシルおよびその関連・提携組織や委託業者が、それらのデータを広報目的で使用することを許諾するものとします。

[作品資料 1] * 
3点の作品資料すべてを1つのファイルにまとめて提出することもできます。
本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）*
	



[作品資料 2]
 [ファイルをアップロードした場合] 本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）
	



[作品資料 3] 
[ファイルをアップロードした場合] 本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）
	



経歴書（レジュメ・CV）
経歴書（レジュメ・CV）の日本語版と英語版をひとつのPDFファイルにまとめてアップロードしてください。* [GoApplyに回答]

推薦状および専門分野の照会先
推薦状を提出する推薦者1名と、ACCが必要に応じて照会することができる仕事上の関係者2名の、重複しない計3名の連絡先情報を登録してください。

推薦状 *
申請者が計画するフェローシップ活動を実施する能力を評価するため、推薦状の提出を必須とします。以下の要件および手順をよく確認してください：
推薦者は、ACCの理事、スタッフ、または寄付者であってはなりません（下記の「利益相反管理規程」参照）。
推薦者には、申請者の活動への理解や関わりについて、また申請者のフェローシップを推薦する理由について記載するよう依頼してください。
所属機関がある推薦者には、可能であれば所属機関のレターヘッドを使用した推薦状を作成するよう依頼してください。

重要：推薦者には、できるだけ早めに推薦状の準備を依頼してください。申請者が申請書の提出を完了すると、GoApplyから推薦者宛に、推薦状の提出手順とアップロード用リンクが記載されたメールが送信されます。

ACCは、米国東部時間2026年11月16日午前9時59分（日本時間2026年11月16日午後23時59分）までに推薦状を受領した場合に限り、申請を審査します。

推薦者への日本語でのご案内
推薦者に対する日本語版の推薦状のアップロード手順の案内をご用意していますので、こちらからご利用ください。また、推薦状は、日本語または英語のいずれかで作成いただけるようご依頼ください。

推薦者
	推薦者の氏名 *
	

	推薦者のEメールアドレス * 
	

	申請者との関係 *（「大学の教授」など）
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	



GoApplyの「Note in Email（Eメール内のメッセージ）」は、推薦者に送信される案内Eメール内に英語で記載される内容です。ご自身の氏名を記入し、推薦者への補足情報や依頼事項があれば英語で入力してください。
記入例：
This is [applicant’s name] kindly requesting a letter of recommendation in connection with my fellowship application to Asian Cultural Council.
※ [ ] 内には、ご自身の名前を英語で記入してください。[GoApplyに回答]

専門分野の照会先
申請するフェローシップ活動を実施する能力について、ACCの担当者が必要に応じて問い合わせることのできる仕事上の関係者2名の連絡先を入力してください。以下の点にご注意ください：
照会先は、ACCの理事、スタッフ、または寄付者であってはなりません（下記の「利益相反管理規程」参照）。
照会先は、上記の推薦者と別の方を指定してください。

照会先　1人目
	氏名 *
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	

	申請者との関係 * （「大学の教授」など）
	

	Eメールアドレス * 
	

	電話番号 * 国・地域コードを含めて記入してください（例：+81 03-1234-5678）：
	



照会先　2人目
	氏名*
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	

	申請者との関係 * （「大学の教授」など）
	

	Eメールアドレス * 
	

	電話番号* 国・地域コードを含めて記入してください（例：+81 03-1234-5678）：
	



利益相反管理規程 *
ACCの理事、スタッフ、寄付者を推薦者または照会先とすることはできません。（ACCスタッフおよび理事の全リストはACCのウェブサイトをご確認ください。また、最新の寄付者リストについては、ACCの年次報告書をご参照ください。）[GoApplyに回答]
☐ 私の知る限り、上記推薦者および照会先はACCの理事、スタッフ、寄付者ではありません。* 

連名申請者2人目の情報
連名申請者情報

姓名：以下に日本語表記で記入してください。*
（GoApplyの英語表記入力欄にはパスポートに記載のローマ字表記［First (given) Name＝名前(名)、Last (family) Name＝苗字(姓)］を記入してください。）
	フリガナ
	
	フリガナ
	

	苗字(姓)

	
	名前(名)

	



称号/学位（Prefix）：[GoApplyに回答]

一般公開される媒体や資料（プレスリリースやお知らせなど）に記載される氏名について、ご希望の表記を記入してください。*  
戸籍上の氏名、アーティスト名や芸名、職業上の名前など、いずれでも構いません。
以下に日本語・英語表記を記入してください。（GoApplyでの英語表記では、姓（苗字）の全文字を大文字で記載してください。）
＜日本語＞
	


＜英語＞
	



職業上の所属機関および役職名（所属機関がある場合）
例：現代美術センター 展覧会ディレクター
	



Eメールアドレス * [GoApplyに回答]

ACCのメーリングリストへの登録を希望しますか？*
「はい」を選択された場合、お名前とEメールをメーリングリストに登録させていただきます。ACCからのメール配信はいつでも停止することができます。[GoApplyに回答]
はい 
いいえ

現住所：郵便番号 *　(Zip/Postal Code)
お住まいの地域に郵便番号がない場合は、「N/A」と入力してください。
	



現住所：都道府県 *　(State or province)
	



現住所：市区町村 *　(City)
	



現住所：番地以下　(Street 1)
	



現住所：建物名、部屋番号 等　(Street 2)
	



現住所：国・地域 *（Country, territory or region）
	



電話番号 * [GoApplyに回答]
国・地域番号と市外局番を含めて記入してください。（例：+81 03-1234-5678）

ソーシャルメディアリンク：Instagram [GoApplyに回答]
ソーシャルメディアリンク：Facebook [GoApplyに回答]
ソーシャルメディアリンク：Twitter/X [GoApplyに回答]
ウェブサイト [GoApplyに回答]

性別代名詞 * [GoApplyに回答]

生年月日（西暦年/月/日） * 
	



出生地（出生した市）*
	



出生国・地域 *
	



以下の対象国・地域のうち、どこの国籍または合法的な永住権を有していますか？* [GoApplyに回答]
対象国・地域：アフガニスタン、バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、中国、東ティモール、香港、インド、インドネシア、日本、韓国、ラオス、マカオ、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、台湾、タイ、米国、ベトナム）

他に国籍または居住資格を有する国・地域があれば記入してください。あわせて、居住資格の種類も明記してください。
記入例：「米国（二重国籍）」、「カナダ（合法的永住者）」
	



経歴および能力・資格
現在のあなたの主な活動（芸術家、研究者、または芸術専門職として）に最もよく当てはまる分野を、以下の中から選んでください。* [GoApplyに回答]
分野：建築（デザイン、建築史、建築理論）、考古学、美術史、アーツ・アドミニストレーション、芸術批評、美術品修復、工芸、キュレーション、ダンス・舞踊、民族音楽学、映画 *、文学、博物館学、音楽、演劇、ビジュアル・アート

* 注：主な活動分野または研究分野が映像作品または写真である申請者は、ビジュアルアートを選択してください。

学歴や職歴、ご自身の専門領域における活動歴や功績、ならびに現在取り組んでいる仕事や活動についてまとめた略歴を記入してください。（1000字以内) *
文章形式で記入してください。経歴書（レジュメ・CV）の書き写しや、ウェブサイトリンクの記入は認められません。
	



ご自身の作品や研究、活動のコンセプトを説明した文章、もしくはアーティスト・ステートメントを記入してください。（400字以内) *
	



ご自身の作品や研究を表すキーワード（最大５つ）をカンマで区切って記入してください。(最大5語）*
回答例：テクノロジー, 信仰, 歴史, 先住民性, 人工知能 等
	



これまでにACCから助成を受けたことがありますか。* [GoApplyに回答]
はい
いいえ
[上記に「はい」と回答した方] 助成受給年度を記入してください。複数回あれば全ての年度を記入してください。*
	



渡航を申請する国・地域にこれまでに3か月以上滞在したことはありますか。* [GoApplyに回答]
ACCは、申請者がこれまで訪れたことのない、またはあまり馴染みのない地域でフェローシップを行うことを重視しています。「はい」を選択した方も申請できますが、申請する渡航先での滞在歴と、そこでフェローシップを希望する理由を記入してください。
はい
いいえ
[上記に「はい」と回答した方] 申請する渡航先でのこれまでの滞在歴の概要と、本フェローシップのために再び訪れることを希望する理由について、簡潔に記入してください。（400字以内)
	



渡航先国・地域での言語コミュニケーション能力
フェローシップ活動を実施する渡航先の主要言語について、自身の理解力、読み書き能力、コミュニケーション能力を下記の自己評価基準に基づいて評価してください。（例えば、日本でのフェローシップを申請している場合は、日本語能力について自己評価してください。）最大3言語まで、自身の言語能力のレベルを記入することができます。

渡航先が米国の場合、J-1ビザ要件を満たすため、十分な英語能力を持っていることが必要です。なお、ACCは、面接の際に申請者の英語能力を評価し、また、必要に応じて追加で語学力の証明を求めることがありますので、あらかじめご了承ください。

以下の自己評価基準を参考に、自身の語学力レベルを評価ください。 
自己評価基準（語学力）
 
レベル1：入門　渡航先の言語について、基礎的な語学力はあり、ごく簡単な文章や会話は理解できるが、複雑な会話や文章は難しい。
レベル２：初級　日常的な場面であれば理解し自分を表現することができるが、ニュアンスを含む言葉や学術用語、専門用語には苦労する。
レベル３：中級　十分に理解し、社交や仕事におけるほとんどの場面で円滑にコミュニケーションをとることができるが、時折間違えや苦労がある。
レベル４：上級　あらゆる場面で渡航先の言語を理解し、流暢にコミュニケーションをとることができる。複雑な議論にも自信を持って加わることができ、専門的な作業も容易にこなすことができる。
レベル５：ネイティブ/ほぼネイティブ　渡航先の言語が自身の母国語であるか、母国語と同等の語学力がある。慣用句や文化的ニュアンスを含め、完璧に使いこなすことができる。

言語の種類 1 [GoApplyに回答]*
言語1の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]*
言語の種類 ２[GoApplyに回答]
言語2の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]
言語の種類 3 [GoApplyに回答]
言語3の語学力自己評価 [レベル1 – 5 のいずれかを記入] [GoApplyに回答]

渡航先国・地域の言語を話せない場合は、言葉の壁をどのように克服するお考えでいるか説明してください。（400字以内) *
個人フェローシップでは、予算項目に言語通訳費用を含めることが認められています。必要であれば、予算書に通訳費用を含めてください。
	



資料・データのアップロード
作品資料 
自身の活動を最もよく表す作品資料を最大3点まで提出してください。提出できる作品資料には、画像ファイル（JPEGまたはPNG）のほか、テキストや画像、映像・音声クリップ、展覧会のウェブサイト、その他申請内容を補完する関連メディアや資料の視聴リンクを記載したPDFファイルが含まれます。（作品資料の例はこちら）作品資料に関する規定は、下記をご確認ください。

音声および映像資料：最大3点までの音声・映像資料の視聴リンクを記載したPDFファイルを提出できます。各資料の内容は、1点につき3分以内とし、3分を超える資料については、最初の3分間のみが審査対象となります。
画像資料：PDF、JPEG、PNG形式で画像資料を提出できます。PDFの場合は1作品またはひとつの展覧会につき2ページ以内としてください。複数の画像やキャプションを同じページに記載することは可能ですが、同じ作品または展覧会に関するものでなければなりません。最大で3作品または3つの展覧会の画像資料を提出できます。
文献・文芸資料： 1作品あたり5ページ以内のPDFファイルを提出できます（文学、美術史、芸術評論など）。
複数のメディア形式を含む資料： 1作品またはひとつの展覧会につき、画像（最大2ページ）、文章（最大5ページ）、および動画・音声資料（最大3分）の視聴リンクを組み合わせたPDFファイルを提出できます。

すべてのリンクが閲覧可能で、非公開設定になっていないことをご確認ください。公開されていない場合、作品資料を確認できません。なお、必要に応じて、追加の作品資料提出をお願いする場合があります。

作品資料に含まれるテキスト（キャプションや説明文を含む）は、英語と日本語の両方を提出してください。

ファイルの命名規則
アップロードする各ファイルには、以下の形式で個別に英語で名前を付けてください：
ファイル名の書式指定：LASTNAME-FirstName_FileName  
ファイル名の例：
SMITH-Jane_CarnegieHallPerformance  
SMITH-Jane_MuseumExhibitionInstallation  

アップロード方法
メディアファイル形式： PDF、PNG、JPEGのみ受け付けます。 
データのサイズ上限: 添付ファイルは最大10MBまで（20MBを超えるファイルの送信は申請提出の際に技術的なエラーが発生する可能性があります。） 
大容量のファイル（TIFF、mp3、映像データ）は、視聴リンクを別途文書に記載のうえ提出してください。

メディアファイルをアップロードすることにより、アジアン・カルチュラル・カウンシルおよびその関連・提携組織や委託業者が、それらのデータを広報目的で使用することを許諾するものとします。

[作品資料 1] * 
3点の作品資料すべてを1つのファイルにまとめて提出することもできます。
本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）*
	



[作品資料 2] 
[ファイルをアップロードした場合] 本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）
	



[作品資料 3]
 [ファイルをアップロードした場合] 本ファイルに含まれる作品資料のタイトル、制作年、および簡単な説明を記入してください。（250字以内）
	



経歴書（レジュメ・CV）
経歴書（レジュメ・CV）の日本語版と英語版をひとつのPDFファイルにまとめてアップロードしてください。* [GoApplyに回答]

推薦状および専門分野の照会先
推薦状を提出する推薦者1名と、ACCが必要に応じて照会することができる仕事上の関係者2名の、重複しない計3名の連絡先情報を登録してください。

推薦状 *
申請者が計画するフェローシップ活動を実施する能力を評価するため、推薦状の提出を必須とします。以下の要件および手順をよく確認してください：
推薦者は、ACCの理事、スタッフ、または寄付者であってはなりません（下記の「利益相反管理規程」参照）。
推薦者には、申請者の活動への理解や関わりについて、また申請者のフェローシップを推薦する理由について記載するよう依頼してください。
所属機関がある推薦者には、可能であれば所属機関のレターヘッドを使用した推薦状を作成するよう依頼してください。

重要：推薦者には、できるだけ早めに推薦状の準備を依頼してください。申請者が申請書の提出を完了すると、GoApplyから推薦者宛に、推薦状の提出手順とアップロード用リンクが記載されたメールが送信されます。

ACCは、米国東部時間2026年11月16日午前9時59分（日本時間2026年11月16日午後23時59分）までに推薦状を受領した場合に限り、申請を審査します。

推薦者への日本語でのご案内
推薦者に対する日本語版の推薦状のアップロード手順の案内をご用意していますので、こちらからご利用ください。また、推薦状は、日本語または英語のいずれかで作成していただくようご依頼ください。

推薦者
	推薦者の氏名 *
	

	推薦者のEメールアドレス * 
	

	申請者との関係 *（「大学の教授」など）
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	



GoApplyの「Note in Email（Eメール内のメッセージ）」は、推薦者に送信される案内Eメール内に英語で記載される内容です。ご自身の氏名を記入し、推薦者への補足情報や依頼事項があれば英語で入力してください。
記入例：
This is [applicant’s name] kindly requesting a letter of recommendation in connection with my fellowship application to Asian Cultural Council.
※ [ ] 内には、ご自身の名前を英語で記入してください。[GoApplyに回答]

専門分野の照会先
申請するフェローシップ活動を実施する能力について、ACCの担当者が必要に応じて問い合わせることのできる仕事上の関係者2名の連絡先を入力してください。以下の点にご注意ください：
照会先は、ACCの理事、スタッフ、または寄付者であってはなりません（下記「利益相反管理規程」参照）。
照会先は、上記の推薦者と別の方を指定してください。

照会先　1人目
	氏名 *
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	

	申請者との関係 * （「大学の教授」など）
	

	Eメールアドレス * 
	

	電話番号 * 国・地域コードを含めて記入してください（例：+81 03-1234-5678）：
	



照会先　2人目
	氏名*
	

	所属、肩書き *
例：現代美術館 ディレクター
特定の所属機関に属していない場合は、職業を記入してください（例：「キュレーター」「退職した大学教授」など）。
	

	申請者との関係 * （「大学の教授」など）
	

	Eメールアドレス * 
	

	電話番号* 国・地域コードを含めて記入してください（例：+81 03-1234-5678）：
	



利益相反管理規程 *
ACCの理事、スタッフ、寄付者を、推薦者または照会先とすることはできません。（ACCスタッフおよび理事の全リストはACCのウェブサイトをご確認ください。また、最新の寄付者リストについては、ACCの年次報告書をご参照ください。）[GoApplyに回答]
☐ 私の知る限り、上記推薦者および照会先はACCの理事、スタッフ、寄付者ではありません。* 

フェローシップ申請活動内容
フェローシップの活動内容が、本来の専門分野とは異なる場合（例：映像作家がアーツ・アドミニストレーションに関するフェローシップ活動を行う場合など）もありますが、ここでは申請されるフェローシップ活動に最も該当すると考えられる分野を一つ選んでください。* [GoApplyに回答]
分野：建築（デザイン、建築史、建築理論）、考古学、美術史、アーツ・アドミニストレーション、芸術批評、美術品修復、工芸、キュレーション、ダンス・舞踊、民族音楽学、映画 *、文学、博物館学、音楽、演劇、ビジュアル・アート

* 注：映像作品や写真を中心としたフェローシップを申請する方は、ビジュアル・アートを選択してください。

申請するフェローシップでの渡航について、最も適切なものを選択してください。* [GoApplyに回答]
アジアの国・地域から米国への渡航
米国からアジアの国・地域への渡航
アジア地域間（アジア域内）の渡航

フェローシップ活動が実施される国・地域を選択してください。* [GoApplyに回答]
ACCでは、滞在先の数を絞り、申請者にとってこれまで馴染みの少ない場所で、より長期間滞在する申請を優先しています。
対象国・地域：アフガニスタン、バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、中国、東ティモール、香港、インド、インドネシア、日本、韓国、ラオス、マカオ、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、台湾、タイ、米国、ベトナム

個人フェローシップ申請内容の概要を3文以内で簡潔に説明してください。*
申請するフェローシップの主要な目的を簡潔に説明してください。
	



個人フェローシップの活動内容について説明してください。日々の予定ではなく、フェローシップの目標に重点を置いて記入してください。取り組む予定の活動、学びたいこと、交流したいコミュニティ、そして本フェローシップを通じてご自身や他者にどのような影響をもたらしたいと考えているかについて説明してください。（600字以内) *
	



ACCは、文化交流を通して、相互理解や尊敬を深めるための国境を越えた対話を促すことを使命としています。ご自身のフェローシップにおける文化交流の意義について説明してください。（600字以内) *
	




補足情報
以下の質問は、ACCが申請者および採択者について理解を深め、必要な支援を提供するためのものです。回答内容は、申請の審査や助成の決定に影響することはありません。

渡航先における連絡先や人脈があれば記入し、フェローシップ期間中にどのような協力を得られるか説明してください。（200字以内)
連絡先や人脈の記入は必須ではありません。この情報は、申請者および申請活動をより効果的に支援するための参考とするものです。
	



フェローシップの時期について
個人フェローシップは、2027年8月1日から2028年12月31日の間に実施する必要があり、申請する渡航先での滞在期間は最低1ヶ月以上、最大6ヶ月以内でなければなりません。ACCの助成金は、申請者が選択した渡航先への往復渡航費および、そこで行われる活動のみを対象としています。渡航前後に行われる活動は助成の対象外となりますのでご注意ください。

渡航開始予定日 * [GoApplyに回答]
［米国を訪問先のひとつとして選択する場合］
重要：ACCによるJ-1ビザ取得支援の手続きには少なくとも4か月を要するため、米国への渡航開始日は2027年10月1日以前にはできません。あらかじめご留意ください。
渡航終了予定日 * [GoApplyに回答]
申請内容に複数の渡航先が含まれる場合は、最後の渡航に関する渡航終了予定日を記入してください。

滞在予定地での合計滞在日数 * [GoApplyに回答]

上記フェローシップ渡航期間中に複数回の渡航が含まれている場合は、各渡航先、それぞれのおおよその日程および期間（日数）を明記してください。
	


 
自身のキャリアにおけるこのタイミングにおいて、ACCフェローシップを行うことが最適である理由を説明してください。（500字以内) *
	



助成申請が採択された場合、正確な渡航日程を確認するためにご連絡します。なお、申請する渡航先での滞在日数の合計に変更が生じる場合は、変更申請を提出していただきます。変更内容によっては、助成金額が変更となる場合があります。

予算について
予算作成に関するご案内
個人フェローシップで支給される助成金は上限35,000米ドルとなります。予算書を提出する際は、以下の手順に従ってください。
以下の助成対象経費および対象外となる経費に関する説明を確認してください。
日英併記の予算書テンプレート（Excel形式）をダウンロードし、必要事項を日英両言語で入力してください。記入済みの予算書は、GoApplyの該当ページ下部のアップロード機能より提出してください。
· 注意：Microsoft Excelをお持ちでない場合は、Google SheetsやNumbersなどの別のソフトウェアをご利用いただけます。その場合は、予算書のみを含む1つのシート（タブ）のExcelファイルとして保存し、提出してください。

助成対象経費および対象外となる経費
予算に含めることができる助成対象経費の例：
· 航空運賃（エコノミークラス席のみ）
· 現地および地域内の陸上交通費
· 宿泊費
· 食費
· その他の日常生活費
· ビザ関連の手数料および費用（必要な場合）
· 米国での個人フェローシップ：ACCは、J-1ビザのSEVIS（Student and Exchange Visitor Information System）手数料（I-901）として220米ドル（1名あたり）を助成金から差し引きます。さらに、J-1ビザ申請費用として受給者1名あたり185米ドルを支払う必要があります。
· 加入が必須となる海外旅行保険および必要に応じたその他の保険
· 米国での個人フェローシップ：ACCは年齢、渡航期間や居住国に応じて変動する旅行健康保険料（1名あたり）を助成金から差し引きます。（参考例として、6か月間の米国滞在で概ね650～800米ドル）。
· アジアでの個人フェローシップ：ACCは個人フェローに対し、次の補償内容を満たす海外旅行保険への加入とその証明の提出を求めています：事故や疾病に対する補償額は最低100,000米ドル、本国送還費用は最低25,000米ドル、医療搬送費用は最低50,000米ドルで、免責額は500米ドル未満であることが条件です。なお、予算提出前に保険料の見積もりを取得することを推奨します。
· 通訳費用（必要な場合）
· 文化交流や現地での体験活動、調査、その他フェローシップの目的に関連する費用や料金

予算に含めることのできない助成対象外となる経費の例：
ファーストクラス、ビジネスクラスなど、エコノミークラスを超える航空運賃（ただし、医療上の理由により例外が認められる場合があります）
一般公開または商業利用を目的とした作品制作のための機材、人件費、外部委託費等（例：ドキュメンタリーの撮影、アルバムの録音、書籍の出版） 
申請された活動に参加しない個人の渡航にかかる一切の費用

予備費
ACCでは、インフレや物価上昇、予期せぬ事情がフェローシップ活動に影響を及ぼす可能性があることを考慮しています。こうした状況にも対応できるよう、予算テンプレートでは、入力した各経費項目の総計の3％の予備費が自動的に計上されます。

予算作成のための情報収集
現地の物価や費用についてオンラインで十分に調べるとともに、助成申請する渡航先での滞在経験がある人に相談するなどして、できる限り正確かつ最新の情報に基づいた予算を作成することを推奨します。

助成申請額の合計（米ドル） *
数値のみ入力してください。ドル記号（$）やその他の通貨記号は入力しないでください。
	



予算書（Excel形式）のアップロード * [GoApplyに回答]
上記にあるExcelテンプレートをダウンロードし、記入のうえアップロードしてください。

他団体等から確保済みの資金、または、見込みのある資金について記入してください。
ACC以外で既に追加資金が確保されている場合は、資金提供元の名前と決定金額を記入してください。申請の結果待ちなど未確定の場合は、予定金額と決定時期を記入するとともに、これらの追加資金がなくてもACCの資金のみでフェローシップの実施が可能かを説明してください。
	




申請提出
GoApplyで申請書類一式を提出（送信）する前に、すべての設問に回答し、必要書類がアップロードされていることを確認してください。一度送信された申請書類は後から編集や修正ができません。

GoApply申請ページ下部にある「Complete（完了）」ボタンをクリックすると、正式に申請が送信されます。完了通知のページが表示され、回答が送信されるまで、数秒お待ちください。申請書の送信時にエラーが発生した場合は、エラーの内容を英語で記載の上、application@accny.org までメールでご連絡ください。

申請に関する選考過程や結果通知の時期については、ACCウェブサイトの「2027年度助成申請と選考スケジュール」をご確認ください。

ACCの助成についてどこでお知りになりましたか？* [GoApplyに回答]
ACCのニュースレター 
ACCのソーシャルメディア 
ACCアルムナイ（過去の助成受給者） 
その他のニュースレターやソーシャルメディアのアカウント 
仕事仲間や友人 
その他（具体的に記入してください） 

「Complete（完了）」[GoApplyに回答]


完了画面
正式に申請が送信されると以下の文が表示されます。

「ACCのフェローシップ申請をご提出いただき、ありがとうございます。
まもなく、申請が受理されたことを知らせる確認メールが届きます。また、上部メニューの「Submitted」をクリックすると、申請の受理状況を確認でき（「Current Phase Status」が「Submitted」と表示されます）、提出した申請書のPDFをダウンロードすることも可能です。

ご注意：推薦者には、GoApplyから推薦状のアップロードリンクを含むご案内メールがすぐに送られます。申請を完了するためには、推薦者が米国東部時間2026年11月16日午前9時59分（日本時間2026年11月16日午後23時59分））までにGoApplyに推薦状をアップロードする必要があります。推薦者がGoApplyからのメールを受信していることを確認し、期限内に推薦状をアップロードしていただくようご依頼ください。」
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